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条
　
例

補 

正 

予 

算

３月市議会
定例会報告

　２月２８日から３月２１日まで、２２日間
の会期で開催されました。
　この議会では、条例案２２件、予算案
１４件、事件案５件、人事案６件のあわ
せて４７件が審議され、いずれも原案ど
おり可決などとなりました。
　また、議員提案による意見書などに
ついても審議されました。
　主な内容をお知らせします。

「
中
野
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
」の
制
定

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

発
生
時
に
、
対
策
本
部
を
設
置
す

る
た
め
、
新
た
な
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

「
中
野
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
等
」
の
一
部
改
正

　
退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
新
た
な
支
給
制

限
お
よ
び
返
納
制
度
を
設
け
、
ま

た
、
「
国
家
公
務
員
退
職
手
当

法
」
の
改
正
に
準
じ
、
退
職
手
当

の
支
給
水
準
を
段
階
的
に
引
き
下

げ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

「
中
野
市
就
学
指
導
委
員
会
条

例
」
の
一
部
改
正

　
「
学
校
教
育
法
」
の
改
正
に
よ

り
、
子
ど
も
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
相
談
的
立
場
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条

例
」
の
一
部
改
正

　
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学
校
４
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
生
徒
に
つ
い
て
も
、
通
院
費
用

を
対
象
に
加
え
、
給
付
金
の
対
象

範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
営
住
宅
等
に
関
す
る
条

例
」
の
一
部
改
正

　
「
公
営
住
宅
法
」
の
改
正
お
よ

び
「
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置

法
」
の
公
布
に
伴
い
、
入
居
者
資

格
要
件
に
お
け
る
収
入
基
準
な
ど

を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
（
第
６
号
）
》

　
平
成
2４
年
度
の
一
般
会
計
予

算
か
ら
２
９
７
万
８
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

１
９
５
億
５
６
０
３
万
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
職
員
人
件
費
で
、一

般
職
退
職
手
当
１
億
８
３
２
２
万

円
の
増
額
●
防
災
施
設
整
備
事
業

費
で
、
事
業
費
７
３
９
７
万
余
円

の
減
額
な
ど

〈
民
生
費
〉
●
自
立
支
援
事

業
費
で
、
給
付
金
等
扶
助
費

１
５
４
８
万
余
円
の
増
額
な
ど

〈
衛
生
費
〉
●
北
信
総
合
病
院
再

構
築
事
業
費
で
、
市
の
負
担
金

１
５
６
万
余
円
の
増
額
な
ど

　
そ
の
ほ
か
、
事
業
費
の
確
定
に

伴
う
入
札
差
金
な
ど
の
減
額

《
一
般
会
計
（
第
７
号
）
》

　
国
の
補
正
予
算
成
立
お
よ
び
除

排
雪
経
費
の
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
2４
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
５
億
３
６
４
６
万
１
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

２
０
０
億
９
２
５
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
公
共
交
通
対
策
事

業
費
で
、
地
域
鉄
道
緊
急
老
朽
化

対
策
事
業
補
助
金
１
０
５
０
万
余

円
の
追
加
●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

事
業
費
で
、
市
営
野
球
場
改
修
事

業
費
７
０
９
５
万
円
の
追
加
な
ど

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
市
単
か
ん

が
い
排
水
事
業
費
で
、
水
路
改
修

工
事
費
２
８
０
万
円
の
増
額

〈
商
工
費
〉
●
観
光
施
設
管
理
運

営
事
業
費
で
、間
山
温
泉
公
園
施
設

改
善
事
業
費
４
０
０
万
円
の
増
額

〈
土
木
費
〉
●
幹
線
道
路
整
備

事
業
費
で
、
道
路
改
良
工
事
費

１
億
３
５
６
０
万
円
の
増
額
●
舗

装
事
業
費
で
、
表
層
舗
装
工
事

１
億
４
４
３
２
万
余
円
の
増
額
●

除
雪
事
業
費
で
、
除
雪
委
託
料

５
２
０
０
万
円
の
増
額
な
ど

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
整
備
事

業
費
で
、
防
火
施
設
整
備
工
事
費

３
０
４
０
万
円
の
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
介
護
保
険
事
業
〉●
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
保
険
者
負
担
金

３
４
０
０
万
円
の
増
額
●
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
で
、介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
保
険
者
負
担
金

２
１
０
０
万
円
の
増
額
な
ど

〈
下
水
道
事
業
〉●
公
共
下
水
道
整

備
事
業
費
で
、汚
泥
処
理
施
設
工

事
費
１
億
３
０
０
０
万
円
の
増
額

な
ど

人
　
事

指
定
管
理
者
の
指
定

　
中
野
市
南
永
江
地
区
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
・
一
本
木
公
園
ほ
か
２

施
設
・
高
梨
館
跡
公
園
・
北
信
濃

ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
ほ
か
５

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

《
副
市
長
》

　
４
月
１
日
付
け
で
横よ

こ

た田
清き

よ
か
ず一
氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。

《
教
育
委
員
会
委
員
》

　
４
月
１
日
付
け
で
小こ

じ

ま嶋
隆た

か
の
り徳

氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
教
育
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日
明
る
く

楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
一

　
こ
の
た
び
４
月
１
日
付
け
で
副

市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
与
え
ら
れ
た
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
か
ら

頂
き
ま
し
た
ご
指
導
と
４０
年
に
わ

た
る
市
職
員
と
し
て
の
経
験
を
生

か
し
、職
員
と
心
を
一
つ
に
し
て
、

池
田
市
長
を
一
生
懸
命
補
佐
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

副
市
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

横

田

清

一

横田副市長

教
育
長
就
任
ご
あ
い
さ
つ

小嶋教育長

層
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
思
い

を
一
つ
に
し
て
、
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
で
は
、
公
民
館
、
図

書
館
、
博
物
館
が
さ
ら
に
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
長
部
局
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
教
育
行
政
に
精
一
杯

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小

嶋

隆

徳

対　象 所得
制限

対　象
医療費

福祉医療費
受 給 者 証 給付金を受けるには

０歳
～

中学校３年生
なし 入院

外来 あり

○医療機関などで医療費をお支払いの際に、「福祉医療費受
給者証」を毎回必ず提示してください。
 提示するだけで手続きは完了です。医療費は窓口で通常ど
おり、お支払いください。（お支払いが完了しないと受給
者証の提示があっても給付が受けられませんのでご注意く
ださい）
○県外で受診された場合は申請が必要です。医療機関へ入
院・外来医療費をお支払い後、下記の持ち物を持参の上、
子育て課へ申請してください。
 持ち物 領収書（受診者氏名・保険診療点数明記のもの）、
     印鑑、お子さんの保険証、高額療養費などが対象
     の場合、保険者からの決定通知書

子どもの福祉医療費給付金制度

 市では、子どもの医療費給付金制度の外来医療費に係る給付対象年齢を、4月から「中学校３年生ま
で」に拡大しました。
 対象となるお子さんには、4月から医療機関などの窓口で提示できるよう「福祉医療費受給者証」を交
付しましたが、小学校５年生から中学校３年生までのお子さんが医療費の給付を受けるには「中野市福祉
医療費給付金受給者証交付申請書（乳幼児等）」の提出が必要です。
 該当する世帯には受給者証と併せて申請書をお送りしましたので、４月３０日㈫までに申請書、福祉医療
費振込先口座の通帳のコピー、お子さんの保険証のコピーを同封の上、郵送いただくか、子育て課窓口へ
提出してください。

問い合わせ先　子育て課子ども支援係 ☎（２２）２１１１ 内線３5６

※文書料、差額ベッド代、寝巻き代など健康保険が適用されないもの、独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンター災害共済給付金の対象となる医療費などは給付対象となりません。
 詳しくはお問い合わせください。

４月から『外来』の給付対象を中学校３年生まで拡大


